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本会議において、議員が各会派を代表して、市長等に対し、
提出された予算議案を中心に質疑を行うものです。

6月4日の本会議で９名の議員が代表質疑を行いました！
代表質疑とは？ ▶ 主な代表質疑を

2・3面で紹介します！

そのほかの議案や審議結果、意見書等の全文は市会ホームページへ！

６月２０日の本会議では、市長公約の実現に向けた第一歩となる施策に係る１０２億円の第二次編成予算等を可
決し、第一次編成予算とあわせると、令和６年度予算（一般会計）は総額９，６１６億円となりました。
第二次編成予算全般や重点政策分野ごとの議論の一部をご紹介します。
※２月２５日に松井新市長が就任したため、義務的な事業や継続事業等については、令和６年３月市会において、令和６年度予算（第一次編成）として計上されました。

５月市会
の報告

令和６年度予算（第二次編成）等を可決！
※

すべての人に「居場所」と
「出番」のある京都

市民第一主義で人々から
選ばれるまち京都

突き抜ける魅力のある
文化首都・京都

●既存住宅の取得支援は、未就学児に限らず小
中学生にまで対象を広げ、幅広い子育て世帯
のニーズに合致した施策として展開すべき。

●文化の力で国内外から選ばれるまちの
実現に向けては、取組がアートに馴染み
のない市民にどのように還元されるのか
を分かりやすく伝えるとともに、アートが
売れる環境を作る必要がある。

●重層的支援体制の構築については、社会全
体でつながり支え合う地域づくりに向け、
今後どのように取り組むのかを伺う。

●課題に直面する方が安心し、尊厳を持って
生活ができる環境の整備については、日常
生活訓練事業における物件の確保と服薬
介助に対して懸念がある。

●観光課題への対策について、混雑の防止
など市民生活への影響の緩和を図るた
め、情報発信に努めるとともに、観光特
急バスの周知にも取り組むべき。

●公園の再整備に当たっては、周辺環境を把握
し、遊具更新・再整備に係る計画を策定したう
えで実施すべき。

第二次編成予算全般
●第二次編成は市長公約の実現に向けた予算
であり、ここに込められた思いが、これからの
市政の礎となるものである。どういった考え
で今回の予算編成に取り組んだのか。

文化首都を支える
つよい経済の復活
●創業支援・企業立地促進の強化につい
て、スタートアップ支援に注力する本市
の姿勢を国内外に発信し、次世代のこ
とを真剣に考えている人材を呼び込む
必要がある。

●地域経済を支える地域企業等の成長・
発展について、積極的に商店街に出向
き、商店街の状況に応じたメリハリのあ
る事業展開を行うべき。

●第二次編成では、公約で掲げられた二人目以
降の保育料の無償化などが含まれていない
一方で、行財政改革計画の集中改革期間を
終えて再開した事業が含まれているなどして
いるが、予算編成の考え方は。

…市会から国への要望等意見書
・手話言語における適切かつ時代に即した表現の在り方の議論と普及を求める意見書
・介護従事者の処遇の改善に資する必要な措置を求める意見書　ほか６件

4月22日の本会議で、令和６年定例会の会期を
4月22日から令和７年3月21日までの334日
間に決定しました。

4月開会市会の報告
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市会からのお知らせ

本会議や委員会の生中継と録画の映像を配信しています。ぜひ、ご視聴ください。

9月市会は、9月24日（火）から11月6日（水）まで開催する予定です。

市民の声を届ける！

詳しい日程は、市会ホームページからご覧いただけます。（※日程は変更になる場合があります。）

◀インターネット議会中継 ◀京都市会YouTubeチャンネル

京都市会ホームページ▶

市会だよりに関するお問い合わせは
市会事務局調査課  TEL:222-3697  FAX:222-3713 京都市会 検索

テレビ中継
本会議の代表質疑・質問の
模様をＫＢＳ京都テレビで
中継しています。

本会議等の傍聴
本会議、予算・決算特別委員会総
括質疑を傍聴することができま
す。本会議では、事前申し込みに
よる手話通訳も実施しています。

委員会のモニター視聴
委員会の模様を市役所本庁舎４階の
モニター室で放映しています。

●代表質問  
10月3日（木）、4日（金） 

●決算特別委員会
　総括質疑 
10月24日（木）、
25日（金） ＫＢＳ京都テレビでも生中継

４年間で総額５億円
～議員報酬20%削減～

○○○ ○ ○ ○ ○
○○○ ○ ○ ○ ○ －

※傍聴・モニター視聴のご案内については、
変更の可能性があります。最新の情報は
市会ホームページをご確認ください。
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○○○ ○ ○ ○ ○

○○○ ○ ○ ○ ○
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9月市会の開催予定

4月開会市会審議結果 ４月開会市会で審議した市長提出議案２件の審議結果は、次のとおりです。
なお、議決日は全て4月26日です。（○＝賛成、×＝反対、－＝欠席）

審議
結果

会　派　名　等

可決
承認

○ －
○

条 例 改 正 案
そ の 他 の 議 案

議案名

■市税条例
■市税条例の一部改正

自  

民
維
京
国

共  
産
公  
明
民  

主
無無無無
※1 ※2 ※3 ※4

審議
結果

会　派　名　等

6年度補正予算案

条 例 改 正 案

議 員 提 出 議 案

そ の 他 の 議 案

議案名

■一般会計（議第82号）　■特別会計（介護保険事業、自動車運送事業、高速鉄道事業）
■特別会計（国民健康保険事業、後期高齢者医療） 
■一般会計（議第64号）  

■執行機関の附属機関の設置等に関する条例（議第70号、74号）　■専用水道の水道技術管理者の資格に関する条例　■認定こども
園の認定の要件等に関する条例　■火災予防条例　■水道事業条例 

■手話言語における適切かつ時代に即した表現の在り方の議論と普及を求める意見書　■介護従事者の処遇の改善に資する必要な措
置を求める意見書　■災害発生時における信頼性の高い情報連携体制の構築への支援を求める意見書　■聴覚補助機器等の積極的
な活用への支援を求める意見書 

■原子力発電からの撤退を明確にすることを求める意見書　■地方自治法改定の撤回を求める意見書　■大阪・関西万博の中止を求
める意見書 

■勧業館整備工事（熱源設備工事等）請負契約の変更　■市立西総合支援学校増築工事請負契約の変更　■市道路線の認定　■市道
路線の廃止

■地区計画の区域内における建築物等の制限に関する条例　■執行機関の附属機関の設置等に関する条例（議第77号） 

■監査委員の選任　■人事委員会委員の選任　■固定資産評価員の選任　■教育委員会委員の任命
■副市長の選任 
■人権擁護委員の推薦4件 

■ライドシェア事業に係る法制度については地域の実情や課題を踏まえ、慎重な検討を求める意見書 
■ミャンマー国軍による暴力行為の即時停止と民主的政治体制の早期回復の働き掛けを強く求める意見書 
■コメの供給不足の懸念に対して適切な対応を求める意見書 
■下水道の維持管理・更新におけるウォーターＰＰＰ導入に向けての丁寧な対応を求める意見書 
■パーティー券の購入を含む企業団体献金の全面禁止を求める意見書 

自  

民
維
京
国

共  

産
公  

明
民  

主
無無無無
※1 ※2 ※3 ※4

5月市会審議結果 5月市会で審議した市長提出議案28件、議員提出議案12件の審議結果は、次のとおりです。
なお、議決日は全て6月20日です。（○＝賛成、×＝反対、退＝退場）

（令和６年6月20日現在）

富　きくお
橋村　芳和
津田　大三
寺田　一博
山本　恵一
田中　明秀
西村　義直
下村　あきら
椋田　隆知

しまもと　京司
さくらい　泰広
みちはた　弘之
田中　たかのり
森田　守
平山　たかお
井上　よしひろ
谷口　みゆき
山本　しゅうじ

自由民主党京都市会議員団（＝自民）
おんづか　功
中野　洋一
江村　理紗
宇佐美　賢一
こうち　大輔
大津　裕太
菅谷　浩平
森　かれん
久保田　正紀

小島　信太郎
神谷　修平
もりもと　英靖
北川　みき
中高　しゅうじ
北尾　ゆか
土方　莉紗
河村　諒

維新・京都・国民市会議員団（＝維京国）

湯浅　光彦
吉田　孝雄
平山　よしかず
青野　仁志

かわしま　優子
松田　けい子
兵藤　しんいち
西山　信昌

中村　まり
増成　竜治
くまざわ　真昭

公明党京都市会議員団（＝公明）

北山　ただお
西野　さち子
玉本　なるみ
くらた　共子
河合　ようこ

加藤　あい
赤阪　仁
とがし　豊
山田　こうじ
森田　ゆみ子

天方　ひろゆき
きくち　一秀

山本　陽子
平井　良人
やまね　智史
えもと　かよこ

日本共産党京都市会議員団（＝共産） 民主・市民フォーラム京都市会議員団
（＝民主）

※１　井﨑　敦子
※２　片桐　直哉
※３　繁　　夫
※４　平田　圭

        

無所属（４人）

（計１８人）
（計１7人）

（計１4人）

（計2人）

（計１1人）

「ホワイトハンドコーラスNIPPON」※が表敬訪問
～見えない壁を乗り越える未来世代の創造芸術～

京都市ケアラー支援条例(仮称)の制定に向けて
皆様のご意見を伺いながらプロジェクトチームで取組中！ 
　京都市会では、議員提案による京都市ケア
ラー支援条例（仮称）の制定に向け、各会派の代
表者で構成するプロジェクトチームを設置し、議
会が一体となって取組を進めています。
　5月31日、プロジェクトチームの発足式及び
「ケアラー支援条例をつくろう！ネットワーク京
都（略称：京都ケアラーネット）」からの要望書受
領式を行いました。また、受領式の後、第1回の
プロジェクトチーム会議を開催し、京都ケアラーネットからの意見聴取を行いました。
　今後、ケアラー当事者や関係団体等からご意見を伺い、パブリックコメントを実施した
うえで、令和6年9月市会において、市会議員全員の共同提案により、全会一致で可決を
目指します。

※ホワイトハンドコーラスNIPPON…子どもたちが障がいの有無や経済状況に関わらず参加
できるインクルーシブな合唱団。手話の表現で歌う「サイン隊」と声で歌う「声隊」がともに音
楽を奏でる。

　京都市会では、平成28年に議員提案によ
り「京都市手話言語がつなぐ心豊かな共生
社会を目指す条例」を全会一致により制定
し、手話への理解促進・普及に取り組んでい
ます。
　ホワイトハンドコーラスNIPPON京都支
部の子どもたちが、更なる共生社会の実現
を目指し、同団体の活動を紹介するため、6
月4日に京都市会を表敬訪問され、市会本会議場においてパフォーマンスを
ご披露いただきました。

可決された議案、意見書の全文などは、市会ホームページからご覧ください。

可決

可決

可決

可決

否決

可と認める

同意

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

退 ○
× ○

○ ○

○ ×
× ○

× ×

○ ○

○ ○
○ ○

○ ○


